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※ 整理券のお申込は11月号折込チラシにて！！ 

お知らせ 
新春経済講演会 

・
２
ペ
ー
ジ
…
　 

・
３
・
４
ペ
ー
ジ
… 

・
５
ペ
ー
ジ
… 

・
６
ペ
ー
ジ
…
　 各

部
会
活
動
 

委
員
会
名
簿
、
小
規
模
企
業
共
済
、
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
 

Ｉ
Ｔ
経
営
気
づ
き
研
修
会
、
放
送
大
学
か
ら
お
知
ら
せ
 

年
末
調
整
、
無
料
相
談
窓
口
、
金
融
情
報
 

　
11
月
11
日
（
木
）
、
フ
ォ
ロ
・

ロ
マ
ー
ノ
に
て
、
第
13
回
会
員

企
業
従
業
者
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ご
来
賓
を
は
じ
め
、

各
企
業
関
係
の
方
が
出
席
し
、

表
彰
を
受
け
ら
れ
る
従
業
員
計

36
名
の
方
々
を
祝
福
し
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
白
木
羽
島
市
長

と
�
島
会
頭
よ

り
表
彰
状
と
記

念
品
が
授
与
さ

れ
、
安
井
市
議

会
議
長
を
は
じ

め
来
賓
の
方
々

よ
り
お
祝
い
の

言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。 

表
彰
を
受
け
ら

れ
た
方 

【
特
別
表
彰
】

　
山
内
　
　
清

【
40
年
表
彰
】 

　
浅
野
　
光
男

　
河
合
　
一
美

【
30
年
表
彰
】 

　
浅
野
　
伸
二

　
井
川
　
　
茂

　
加
藤
紀
美
子

　
岸
　
　
保
好

　
吹
原
　
義
之

　
藤
澤
　
政
信

　
山
内
　
政
男

　
�
田
　
恭
二

　
吉
原
　
淳
子 

【
20
年
表
彰
】 

　
宇
野
　
岩
夫
　
加
藤
　
賢
治

　
酒
向
か
お
り
　
島
田
　
和
美

　
鈴
木
智
恵
美
　
田
中
　
真
人

　
横
山
　
勇
次
　
和
田
　
邦
彦

【
10
年
表
彰
】 

　
安
藤
　
　
伸
　
小
木
曽
貴
雄

　
北
瀬
亜
希
子
　
澤
田
　
　
清

　
須
藤
　
栄
治
　
田
中
　
亜
紀

　
中
村
　
憲
彦
　
西
　
　
隆
徳

　
水
野
　
　
淳
　
吉
田
　
康
博      

【
５
年
表
彰
】   

　
市
橋
　
年
夫
　
入
山
　
知
加

　
扇
　
　
浩
幸
　
橋
本
　
秀
明

　
林
　
　
伸
也
　
本
多
　
仁
史

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

 

　
羽
島
商
工
会
議
所
で
は
、
新

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
賀
詞
交

歓
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
年

始
何
か
と
お
忙
し
い
か
と
存
じ

ま
す
が
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
に
、

会
員
相
互
の
親
睦
に
も
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

〔
日
時
〕
平
成
23
年
１
月
８
日（
土
）

正
午
よ
り 

〔
場
所
〕
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
　

フ
ォ
ロ
・
ロ
マ
ー
ノ
　
　
　
　 

〔
参
加
費
〕
３
０
０
０
円
（
当
日

受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。） 

　
詳
細
・
お
申
込
は
別
紙
チ
ラ

シ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

尚
、
当
日
名
刺
を
お
持
ち
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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建
設
部
会
（
部
会
長
　
南
谷

茂
伸
）
は
、
11
月
９
日
（
火
）
・

10
日
（
水
）
の
２
日
間
、
京
都

で
の
視
察
研
修
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。
14
名
の
部
会
員
が
参
加

し
、
産
業
近
代
化
遺
産
で
あ
る

琵
琶
湖
疏
水
と
地
元
産
に
こ
だ

わ
る
ワ
イ
ン
工
場
を
見
学
し
ま

し
た
。 

　
９
日
に
は
、
京
都
市
左
京
区

の
琵
琶
湖
疏
水
記
念
館
を
訪
れ
、

学
芸
員
に
概
略
の
説
明
を
受
け

た
後
、
南
禅
寺
近
辺
に
点
在
す

る
琵
琶
湖
疏
水
の
施
設
を
見
学

し
ま
し
た
。
現
代
ま
で
連
綿
と

続
く
土
木
事
業
へ
の
情
熱
や
、

近
代
的
な
機
械
が
な
か
っ
た
頃

の
労
苦
に
想
い
を
は
せ
て
い
ま

し
た
。 

　
10
日
は
、
京
丹
波
町
の
丹
波

ワ
イ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
ブ
ド
ウ
の
栽
培
か
ら
醸

造
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
お

り
、
収
穫
が
し
や
す
い
よ
う
に

と
垣
根
形
に
作
ら
れ
た
ブ
ド
ウ

畑
な
ど
を
見
て
回
っ
た
後
、
ヌ

ー
ボ
ー
（
新
酒
）
を
試
飲
し
、

日
本
の
風
土
に
合
っ
た
お
い
し

い
ワ
イ
ン
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
一
般
工
業
部
会
（
部
会
長
　

大
橋
嘉
明
）
で
は
、
11
月
６
日

（
土
）
、
29
名
参
加
の
も
と
古

都
・
奈
良
へ
の
視
察
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。 

　
ま
ず
一
行
は
、
平
城
京
遷
都

1
3
0
0
年
祭
が
行
わ
れ
る
平

城
宮
跡
を
訪
れ
ま
し
た
。
会
場

は
開
催
最
終
日
前
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
　
　 

　
午
後
か
ら
は
、
東
大
寺
お
よ

び
春
日
大
社
を
見
学
致
し
ま
し

た
。 

　
奈
良
へ
の
訪
問
は
修
学
旅
行

以
来
何
十
年
ぶ
り
と
い
う
方
も

見
え
て
、
懐
か
し
話
に
花
を
咲

か
せ
て
お
り
ま
し
た
。 

　
日
本
で
最
初
の
律
令
国
家
と

遣
唐
使
を
始
め
と
す
る
大
陸
交

易
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
た
奈
良
の
都
、
平
城
京
。

そ
の
歴
史
、
文
化
に
触
れ
る
こ

と
で
、
今
日
に
お
け
る
世
界
の

国
々
と
の
産
業
交
易
の
原
点
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
意
義
の
あ

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

建
設
部
会
視
察
研
修 

一
般
工
業
部
会
視
察
研
修 

　
運
輸
・
通
信
部
会
（
部
会
長

安
田
治
）
で
は
、
11
月
５
日
（
金
）、

36
名
参
加
の
も
と
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
「
歴
史
文
化
の
対

話
と
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
奈
良

市
で
開
催
さ
れ
た
平
城
京
遷
都

1
3
0
0
年
祭
を
視
察
し
ま
し

た
。 

　
当
会
場
は
、
日
本
が
世
界
に

誇
る
歴
史
文
化
遺
産
「
平
城
宮

跡
」
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、
そ

こ
に
朱
雀
門
、
当
時
の
政
治
・

儀
式
の
場
と
な
っ
て
い
た
大
極

殿
（
内
部
に
当
時
の
天
皇
が
お

座
り
に
な
っ
た
玉
座
「
高
御
座
」

の
実
物
大
模
型
の
展
示
あ
り
）
、

遣
唐
使
船
な
ど
が
復
元
さ
れ
て

お
り
、
当
時
の
建
築
技
術
や
歴

史
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

        

　
ま
た
、
今
回
は
観
光
に
携
わ

る
部
会
員
の
参
加
が
多
く
、
イ

ベ
ン
ト
時
に
お
け
る
対
応
に
つ

い
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

一
般
商
業
部
会
視
察
研
修 

運
輸
・
通
信
部
会
視
察
研
修 

　
一
般
商
業
部
会
（
部
会
長
　

浅
井
勝
利
）
で
は
、
11
月
16
日

（
火
）
、
39
名
参
加
の
も
と
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
古
い
街
並
み
で
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
高
山
市
と

飛
騨
市
古
川
町
の
街
並
み
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。 

　
視
察
地
で
は
、
住
民
が
協
力

し
て
建
物
の
外
観
を
統
一
し
た

り
、
伝
統
の
祭
り
を
う
ま
く
利

用
す
る
な
ど
集
客
力
ア
ッ
プ
の

努
力
を
し
、
各
個
店
に
お
い
て

は
温
か
い
接
客
を
し
て
街
づ
く

り
を
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。 

　
特
に
、
三
嶋
和
ろ
う
そ
く
店

（
飛
騨
市
古
川
町
）
で
は
、
店

主
の
心
和
ら
ぐ
温
か
み
の
あ
る

口
調
で
ろ
う
そ
く
作
り
の
実
演

を
披
露
し
、
愛
情
込
め
ら
れ
て

で
き
た
ろ
う
そ
く
は
、
消
費
者

の
心
を
掴
み
、
繁
盛
し
て
い
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

　
今
回
の

視
察
研
修

で
、
地
域

資
源
の
活

か
し
方
、

お
店
の
温

か
み
の
大

切
さ
を
学

び
ま
し
た
。 

奈良公園にての記念写真（一般工業部会） 

琵琶湖疏水記念館にて（建設部会） 

平城京の正門・朱雀門 

飛騨古川　瀬戸川用水にて 
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　第89回常議員会（平成22年12月２日開催）において、７委員会の正副委員長・委員が選任されました。

新委員は下記の通りです。 

■総務・財政委員会 担当副会頭　水谷 晃三 ■国際・情報化委員会 担当副会頭　水谷 晃三 

（敬称略） 

■組織対策委員会 担当副会頭　長谷　和治 

■事業企画委員会 担当副会頭　�木　力 

■中小企業対策委員会 担当副会頭　水谷 晃三 

■商業振興委員会 担当副会頭　長谷　和治 

■工業振興委員会 担当副会頭　�木　力 

役 職 名

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員  

　 氏    名 　  

林　　　敬　治 

渡　邉　邦　夫 

青　山　剛　三 

田　島　禎　行 

堀 　 博 史  

山　北　千　富 

　 会   社   名 　  

株式会社大垣共立銀行 羽島支店 

株式会社ワタリ 

有限会社フォトスタジオ青山

株式会社パール・スティック

堀嘉機料 

大同印刷株式会社 

役 職 名

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

　 氏    名 　  

青　木　貞　夫 

宮　�　修　市 

森　　　 正　智 

岩　田　健　児 

川　瀬　嘉　洋 

　 会   社   名 　  

アオサダ被服株式会社

鶴屋ファッション株式会社

羽島顆粒工業株式会社

岩田健毛織株式会社 

株式会社川瀬組 

役 職 名

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員  

　 氏    名 　  

森　　　義　雄 

山　田　恒　夫 

浅　野　栄　一 

大　島　　　茂 

大　橋　嘉　明 

川　合　宗　次 

高　橋　正　武 

森　島　正　人 

野　村　隆　男 

藤　川　尚　宏 

安　田　　　治 

山　森　咲　雄 

　 会   社   名 　  

森白製菓株式会社 

株式会社 東美 

若栄毛織株式会社 

大島商事株式会社 

株式会社大橋鉄工所 

NPO法人岐阜羽島ボランティア協会 

花いちもんめ 

イワタニ東海株式会社  羽島支店 

株式会社野村住設 

株式会社ワコウ 

岐阜羽島バス・タクシー株式会社 

有限会社オレンジ美容室 

役 職 名

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員  

　 氏    名 　  

平　松　芳　郎 

南　谷　茂　伸 

浅　野　誠　章 

川　�　正　一 

高　橋　董　宗 

山　下　龍　男 

　 会   社   名 　  

株式会社山田組 

日東工業株式会社 

株式会社浅忠商店 

川�建築設計室 

高橋株式会社 

株式会社EMD

役 職 名

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員  

　 氏    名 　  

後　藤　博　美 

林　　　廣　高 

後　藤　敏　 郎 

平　嶋　千　里 

不　破　賢　二 

林　　　敬　治 

三　須　　　勝 

山　口　忠　一 

　 会   社   名 　  

株式会社美濃商会 

大日産業株式会社 

有限会社後藤保険事務所

有限会社ソーイング平島 

昭和建設株式会社 

株式会社大垣共立銀行  羽島支店

有限会社三須新聞店 

株式会社ニホンサンミ 

役 職 名

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員  

　 氏    名 　  

浅　井　勝　利 

白　木　幸　泰 

加　藤　英　夫 

加　藤　宗　雄 

堀　　　吉　隆 

松　枝　良　和 

松　尾　東　彦 

　 会   社   名 　  

浅井物産合名会社 

株式会社十六銀行 羽島支店

合資会社カトウ薬局 

有限会社ラーメンむねちゃん

有限会社羽島寝装 

株式会社フードセンター富田屋

有限会社学生服の店松尾 

役 職 名

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員

委 　 員  

　 氏    名 　  

浅　野　五　治 

森　　　輝　廣 

浅　野　宏治郎 

入　山　茂　雄 

岩　田　勝　美 

神　戸　孝　美 

松　村　将　文 

　 会   社   名 　  

浅野印刷株式会社 

株式会社森電気商会 

ファインテキスタイル株式会社 

ミノ重工株式会社 

株式会社岩田鉄工所 

神戸ニット株式会社 

株式会社日興テキスタイル 

委　員　会　名　簿 
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平成23年1月1日より受付開始！ 
『事業主の「共同経営者」も加入の対象 
　となります』 
事業主 共同経営者 

加入できない 

事業主  共同経営者 

2名まで加入できる 
※詳しくは下記連絡先まで 

羽島商工会議所 
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当
所
常
議
員
室
に
お
い
て
11

月
10
日
（
水
）
に
「
こ
れ
か
ら
の

経
営
を
さ
ら
に
よ
く
す
る
た
め

に
！
」
と
題
し
て
Ｉ
Ｔ
経
営
気

づ
き
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

         

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日
本
商

工
会
議
所
、
Ｉ
Ｔ
経
営
応
援
隊

事
務
局
と
の
共
催
で
開
催
し
、

講
師
に
は
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
山
田
和
久
氏
を
お
招
き
い
た

し
ま
し
た
。 

　
い
か
に
Ｉ
Ｔ
を
上
手
く
活
用

し
、
経
営
戦
略
に
繋
げ
る
か
、

Ｉ
Ｔ
経
営
へ
の
取
組
み
の
第
一

歩
を
踏
み
出
す
術
に
つ
い
て
の

お
話
を
実
例
を
踏
ま
え
て
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
皆
、
熱
心
に
メ
モ

を
と
り
、
質
問
す
る
な
ど
有
意

義
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

繊
維
工
業
部
会
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察
研
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Ｔ
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研
修
会

Ｉ
Ｔ
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づ
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研
修
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実
践
セ
ミ
ナ
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開
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　放送大学では、ただいま平成23年４月
入学生を募集しています。詳しい資料を
無料で送付致しますので、お気軽にお問い
合せください。 

○募集学生の種類 
―教養学部― 
　科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 
　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修） 
　全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す） 
―大学院― 
　修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 
　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修） 

○出願期間 
　平成22年11月15日～平成23年２月28日 
　資料請求（無料）・お問い合せ先 
　〒500-8384　放送大学岐阜学習センター 
　岐阜市薮田南５―14―53 
　　　1058―273―9614 
　放送大学ホームページ 
　　　http://www.ouj .ac . jp 

○大学説明会 
　　岐阜県図書館 
　　　平成22年12月18日（土）13：30～ 
　　岐阜学習センター（県民ふれあい会館）
　　　平成23年１月 9日（日）13：30～ 
　　　　　　　２月 6日（日）13：30～ 
　　　　　　　２月19日（土）13：30～ 

放送大学からのお知らせ 
―放送大学４月入学生募集― 

　平成22年秋の叙勲において、青木貞夫氏（アオサダ
被服（株）代表取締役社長）が、旭日双光章を受章され
ました。この栄誉は、岐阜県既製服縫製工業組合の
理事長として長年に渡り、国内繊維業界の振興に大変
尽くされた功績に対して授与されたものです。 
　また、今回の受章に対して日本商工会議所 岡村会頭
より賀状が贈呈されました。 
　青木氏は平成10年４月の羽島商工会議所設立より
常議員として当所の運営に携われております。また、
平成13年より５年間、繊維加工・卸部会長として部会
事業に取り組まれたほか、平成21年より事業企画委員
長として地域経済の発展に貢献されております。 
　ここにその功績を讃え、心からお祝い申し上げます
とともに、 今後益々のご活躍を祈念申し上げます。 

　
繊
維
工
業
部
会
（
部
会
長
　

浅
野
宏
治
郎
）
で
は
、
11
月
16

日
に
岐
阜
県
毛
織
工
業
協
同
組

合
と
合
同
で
長
野
方
面
へ
視
察

研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
初
め
に
、
伊
那
食
品
工
業
（株）

（
伊
那
市
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
当
社
は
、
寒
天
の
用
途
を
食

品
は
も
と
よ
り
、
化
粧
品
、
医

薬
品
な
ど
に
幅
を
広
げ
て
い
る

会
社
で
す
。
こ
こ
で
は
梱
包
作

業
や
販
売
所
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
駒
ヶ
根
シ
ル

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
駒
ヶ
根
市
）

を
見
学
し
ま
し
た
。
展
示
室
入

口
の
壁
面
に
は
、
シ
ル
ク
生
地

が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
館
内
へ
進
む
と
紡
績
機

械
や
蚕
の
生
態
を
説
明
し
た
立

体
モ
デ
ル
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、

当
地
の

養
蚕
業

の
歴
史

を
伺
い

知
る
こ

と
が
で

き
ま
し

た
。 

駒ヶ根シルクミュージアム 

実践セミナーの様子 

Ｉ
Ｔ
経
営
気
づ
き
研
修
会 

　
　
　
実
践
セ
ミ
ナ
ー
開
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無料相談窓口のご案内 無料相談窓口のご案内 無料相談窓口のご案内 
種別 

※金融、法律のご相談は、お電話にてご予約ください。 

金融 
要予約 

法律 
要予約 

相　談　日　等 

※小口融資のお問い合わせは、 
　羽島市商工観光課（1392-1111）まで 

お問い合わせ 
中小企業相談所　　392－9664

事業資金の融資相談、融資制度の説明等に
ご利用下さい。 
【日　時】12月22日(水）10：00～正午 
【相談員】日本政策金融公庫 

日々の記帳でわからないこと、帳簿の付け方
の指導を希望される方など、ご利用下さい。 
【日　時】 
　12月16日（木）　10：00～正午 
　12月17日（金）　14：00～16：00 
　１月 6日（木）　19：00～21：00 
【相談員】税理士（夜間のみ）・本所職員 

中小企業者のための司法書士相談会 
【日　時】12月22日(水）13：00～16：00 
【相談員】岐阜県司法書士会所属 司法書士 

【日本政策金融公庫】  
　　　マル経資金…………1.85％ 
 
 
 
　　　普 通 貸 付…2.15～3.90％ 
【羽島市融資制度】  
　　　小口融資…………0.75％ 

記帳 

（設備資金貸付について、当初２年間の 　貸付利率が0.5％低減されます。　　　） 
※適用期限が平成22年9月30日から平成23年 
　3月31日まで延長されました。 

平
成
22
年
12
月
29
日
（水）
か
ら
平

成
23
年
１
月
３
日
（月）
ま
で
休
み

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 
年
末
・
年
始 

業
務
の
お
知
ら
せ 

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す 

　
羽
島
商
工
会
議
所
で
は
、
左

表
の
通
り
年
末
調
整
相
談
窓
口

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
納
付
期

限
が
近
づ
き
ま
す
と
大
変
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
12
月
の
給
与
・

賞
与
が
確
定
し
た
ら
、
早
め
に

御
来
所
く
だ
さ
い
。 

　
年
末
調
整
は
、
毎
月
（
日
）

の
給
与
や
賞
与
な
ど
の
支
払
い

の
際
に
源
泉
徴
収
し
た
税
額
と
、

そ
の
年
の
給
与
の
総
額
を
基
準

に
、
各
控
除
を
行
い
確
定
し
た

年
税
額
と
の
差
額
を
精
算
す
る

手
続
き
で
す
。  

　
年
末
調
整
を
行
い
、
税
額
が

確
定
し
た
ら
、
翌
年
の
１
月
11

日
（
火
）
ま
で
に
納
付
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
納
め
る
税
額
が
無
い

場
合
で
も
０
円
の
納
付
書
を
作

成
し
税
務
署
へ
提
出
し
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
年
末
調
整
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は
、
中
小
企
業
相
談
所

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。 

（
1
３
９
２
―
９
６
６
４
） 

   

　
平
成
22
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
扶
養
控
除
の
見
直
し
が
行

わ
れ
、
平
成
23
年
１
月
１
日
以

後
に
支
払
う
べ
き
給
与
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
ま
す
。 

平成22年12月21日（火）～27日（月） 
平成23年 1月 4日（火）～11日（火） 
全9日間（土日祝日を除きます） 

午前９時～正午  
午後１時～４時 

羽島商工会議所 
３階研修室 

■税務署から届いた書類一式 
■平成21年、22年分の源泉徴収簿 
■生命保険・損害保険などの控除 
　証明書 
■国民健康保険・国民年金の納付 
　証明書 
■印鑑 

納付書は、必ず住所・氏名・
整理番号が印字された納付書
を使用することとなっており
ます。 
本所に一切予備はございません。 
紛失等の場合は早急に税務
署へ連絡をし、再発行の手
続きをしてください。 

相談日 

時　間 

場　所 

ご用意 
下さい 

納付書に 
ついて 

平
成
23
年
分
の 

　
　
給
与
の
源
泉
徴
収
事
務 

扶
　
養
　
親
　
族 

16歳未満 
Ｈ8.１.２以降に生まれた人 

16歳以上～19歳未満 
Ｈ5.１.２～Ｈ8.１.１までの 
間に生まれた人 

19歳以上～23歳未満 
Ｓ64.１.２～Ｈ5.１.１までの 
間に生まれた人 

23歳以上～70歳未満 
Ｓ17.１.２～Ｓ64.１.１までの 
間に生まれた人 

70歳以上 
Ｓ17.１.１以前に生まれた人 

年少扶養親族 

一般の控除対象 
扶養親族 

一般の控除対象 
扶養親族 

特定扶養親族 

老人扶養親族 

38万円の 
所得控除 

63万円の 
所得控除 

63万円の 
所得控除 

38万円の 
所得控除 

58万円 
（非同居は48万円） 
の所得控除 

廃　止 

平成23年より 現行の税制 控除の種類 年　　齢 

38万円の 
所得控除 

63万円の 
所得控除 

38万円の 
所得控除 

58万円 
（非同居は48万円） 
の所得控除 




